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本研究では，従来とは異なる新しい説明を試み，その結果予想される含水フォルステライト存在の可能性につ
いて報告する．得られた含水フォルステライトの可能な構造は Mg9Si5H2O20 (=5xMg1.8SiH0.4O4) の化学組成と
monoclinic unit cell を有する．本研究で提案する可能な含水フォルステライトはその粉末 X 線回折パターンが
clinohumite と似通っているから，これまでに発見されずにいた可能性がある．ヒューマイト族鉱物と本研究で提
案された可能な含水フォルステライトは再組合わせ構造(recombination structures)として同族列(homologous 
series) をなす． 

 
 
ヒューマイト族鉱物の結晶構造は従来forsterite, Mg2SiO4 と brucite, Mg(OH)2 の組み合わせで説明されてき

た． 本研究では，従来とは異なる新しい説明を試み，その結果予想される含水フォルステライト存在の可能性に
ついて報告する．Forsterite, Mg2SiO4 から出発し，Forsterite, Mg2SiO4 組成の全体から Mg3Si2O7 組成のスラブ
を取り除くことを考えると，これは全体のForsterite 組成に MgO を加えるのと同じである．なぜなら，全体の組
成は, Mg2SiO4 であるから Mg2SiO4 は加えても加えなくても全体の組成は変わらないからである．すなわち，
-Mg3Si2O7=-2Mg2SiO4+MgO である．今考えているのは Forsterite, Mg2SiO4 組成の全体構造であるから，MgO を加
えるにはMg2H4O4（4H はチヤージバランスのため）を加えればよい．このようにしてclinohumite の構造がえられ
る．そこで，ヒューマイト族鉱物の結晶構造は forsterite に brucite を加える代わりに，全体の Forsterite 組成
からある組成のスラブを取り除くことによっても導けることがわかる．結晶学的には，これはオリビンの[010]方
向に平行な結晶学的せん断によるものとして説明できる．同様に考えると，含水フォルステライトの可能な構造は，
forsterite, Mg2SiO4 から出発し，全体のForsterite, Mg2SiO4 組成から Mg3SiO5 組成のスラブを取り除くことこ
とによって得られる．この場合は全体の Forsterite 組成から MgO を除くことになる．なぜなら，
-Mg3SiO5=-Mg2SiO4-MgO だからである．今考えているのは Forsterite, Mg2SiO4 組成の全体構造であるから，MgO
を除くには H4SiO4（4H はチヤージバランスのため）を加えればよい．このようにして得られた含水フォルステラ
イトの可能な構造は Mg9Si5H2O20 (=5xMg1.8SiH0.4O4) の化学組成とmonoclinic unit cell a=4.753 A, b=10.19 A, 
c=15.79 A, α=108.8°, d= 3.126 g/cm3, Space Group=Pb を有する．なお，この可能な含水フォルステライトの
化学組成は含水wadsleyite (Kudoh et al., 1996)の組成と同じである．本研究で提案する可能な含水フォルステ
ライトはその粉末 X 線回折パターンが clinohumite (a=4.744 A, b=10.25 A, c=13.66 A, α=100.8°, d= 3.259 g/cm3, 
Space Group=P21/b)と似通っているから，これまでに発見されずにいた可能性がある．ヒューマイト族鉱物と本研
究で提案された可能な含水フォルステライトは再組合わせ構造(recombination structures)として同族列
(homologous series) をなし，ヒューマイト族鉱物は Mg(2m+n)SimH2nO2(2m+n)，可能な含水フォルステライトは 
Mg(2m+n)Si(m+n)H2nO4(m+n) と表わされる． 


